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鼎鼎
談談
へへ
のの
期期
待待
なな
どど

―
本
日
は
「
水
関
連
施
設

を
災
害
に
強
く
、
広
域
的
に

最
適
管
理
～
ク
ラ
ウ
ド
に
よ

る
遠
隔
管
理
の
可
能
性
～
」

に
つ
い
て
、
語
り
合
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
鼎
談
へ
の
期
待
な
ど

を
お
願
い
し
ま
す
。

兼
森

本
県
で
は
水
道
が

果
た
す
役
割
を
踏
ま
え
、
県

民
へ
の
安
全
・
安
定
な
給
水

を
図
る
た
め
、
ど
う
い
う
こ

と
が
で
き
る
か
、
し
た
い
か

と
い
う
こ
と
を
日
々
模
索
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
鼎
談

で
、
効
率
的
な
管
理
に
向
け

た
方
策
な
ど
を
拝
聴
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

奥
田

水
み
ら
い
広
島
は

平
成
�
年
９
月
、
広
島
県
と

水
ｉ
ｎ
ｇ
が
共
同
出
資
・
公

民
連
携
し
て
設
立
し
ま
し

た
。
全
国
初
の
民
間
主
体
に

よ
る
水
道
事
業
運
営
会
社

（
出
資
割
合
は
広
島
県
�
％
、

水
ｉ
ｎ
ｇ
�
％
）
と
し
て
、

安
心
で
良
質
な
水
の
安
定
供

給
を
基
本
に
、
施
設
の
更
新

・
最
適
化
や
運
営
の
効
率

化
、
地
域
経
済
の
発
展
・
活

性
化
へ
の
貢
献
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
４
月
か
ら
は
、
広
島

西
部
地
域
水
道
用
水
供
給
水

道
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、

運
営
管
理
業
務
を
受
託
し
て

い
ま
す
。
当
社
の
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
は「
地
域
と
と
も
に
、

水
の
み
ら
い
を
創
造
す
る
」

で
、
こ
れ
か
ら
の
水
事
業
の

理
想
モ
デ
ル
の
創
出
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
今
回
の
鼎
談

を
業
務
の
一
助
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

小

松

当
社
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用

し
た
ク
ラ
ウ
ド
総
合
水
管
理

シ
ス
テ
ム「
や
く
も
水
神
」、

高
速
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー

「
ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
ｇ
ａ
ｔ
ｅ
門

番
」、財
団
法
人
人
間
自
然
科

学
研
究
所
を
通
じ
、「
平
和

・
環
境
・
健
康
」
を
テ
ー
マ

に
「
社
業
を
通
じ
て
社
会
に

喜
び
の
輪
を
広
げ
よ
う
」
を

社
是
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

社
会
・
産
業
構
造
が
変
化

す
る
中
、
従
来
の
シ
ス
テ
ム

や
手
法
が
通
用
し
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
利
用
者
や

産
官
学
を
巻
き
込
ん
だ
マ
ル

チ
な
考
え
方
、
事
業
モ
デ
ル

が
必
要
に
な
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
行
財
政
改
革
時
代
の

水
道
事
業
の
未
来
は
、
ク
ラ

ウ
ド
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

い
か
し
、
費
用
を
か
け
ず
に

で
き
る
総
合
的
で
詳
細
な
現

状
把
握
か
ら
始
ま
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

事事

業業

推推

進進

にに

ＩＩ

ＣＣ

ＴＴ

活活

用用

をを

―
遠
隔
管
理
の
現
状
な
ど

は
い
か
が
で
す
か
。

兼
森

本
県
は
３
つ
の
水

道
用
水
供
給
事
業
を
運
営

し
、
広
島
県
内
�
市
５
町
お

よ
び
愛
媛
県
内
１
町
に
水
道

用
水
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
水
源
と
供
給
先
が
離

れ
て
お
り
、
管
路
延
長
が
長

い
上
、
地
形
的
に
高
低
差
が

あ
る
た
め
、
ポ
ン
プ
・
減
圧

な
ど
の
各
施
設
が
数
多
く
点

在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

遠
方
制
御
装
置
な
ど
を
活
用

し
な
が
ら
、
運
転
監
視
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
大
半
の
水
道
施
設

は
老
朽
化
し
、
更
新
時
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

日
常
の
状
況
を
把
握
し
、
予

防
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
機

能
確
保
に
つ
な
が
り
ま
す
。

万
一
の
事
故
発
生
時
に
も
、

迅
速
か
つ
正
確
な
被
害
状
況

の
把
握
・
予
測
な
ど
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
今
後
は
急
速
に

進
化
し
て
い
る
Ｉ
Ｔ
技
術

を
、
い
か
に
施
設
管
理
に
活

用
し
て
い
く
か
を
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

奥
田

当
社
は
全
社
員
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
布
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
活
用
し

て
連
絡
事
項
の
共
有
化
、
施

設
の
日
常
点
検
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
月
例
書
類
の
作

成
、
デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
く

故
障
前
兆
の
把
握
な
ど
に
活

用
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

小
松

人
類
は
火
を
手
に

入
れ
、
言
葉
や
文
字
、
活
版

印
刷
、さ
ら
に
有
線
・
無
線
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
が
世

界
規
模
で
広
が
っ
て
い
き
ま

し
た
。
火
は
火
薬
、
ダ
イ
ナ

マ
イ
ト
、
核
と
な
り
、
今
は

核
拡
散
と
、
一
国
で
は
生
き

ら
れ
な
い
国
際
分
業
の
時
代

に
な
っ
て
い
ま
す
。

哲
学
、
地
政
学
、
ク
ラ
ウ

ド
の
時
代
を
迎
え
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
の
世
界
的
普
及
に

よ
り
人
類
史
上
例
の
な
い
大

変
革
の
時
代
を
迎
え
て
い
ま

す
。第
一
次
世
界
大
戦
前
に
、

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
女
性
で

初
め
て
受
賞
し
た
ベ
ル
タ
・

フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
の
著

書
の
中
に
ヒ
ン
ト
が
あ
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

研
究
が
広
島
か
ら
広
が
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

兼
森

水
は
人
が
生
き
て

い
く
上
で
必
要
不
可
欠
な
資

源
で
す
。
用
水
供
給
事
業
者

と
し
て
、
水
の
安
定
供
給
に

向
け
た
新
技
術
に
は
、
常
に

関
心
を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、

今
後
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
携
帯

端
末
な
ど
を
、
自
在
に
使
い

こ
な
せ
る
人
材
育
成
が
大
事

で
す
。

例
え
ば
、
動
画
で
事
故
履

歴
を
見
て
か
ら
、
点
検
業
務

に
取
り
組
め
ば
、
危
険
性
の

意
識
が
変
わ
り
、
集
中
力
も

高
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ベ
テ
ラ
ン
技
術
職
員

の
大
量
退
職
が
進
む
中
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
や
知
恵
な
ど

を
引
き
継
ぐ
手
段
に
も
成
り

得
る
と
思
い
ま
す
。

奥
田

そ
う
で
す
ね
。
人

材
育
成
に
は
時
間
を
要
し
ま

す
の
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
携

帯
端
末
を
業
務
引
き
継
ぎ
の

手
段
と
し
て
、
積
極
的
に
活

用
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

小
松

文
字
や
写
真
、
動

画
を
組
み
合
わ
せ
て
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
有
効
に
活
用

す
れ
ば
、
新
し
い
文
化
を
創

造
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

ま
す
。
特
に
女
性
の
活
躍
に

期
待
し
た
い
で
す
ね
。

奥
田

当
社
の
現
場
に
女

性
社
員
は
い
ま
せ
ん
が
、
次

世
代
を
見
据
え
、
業
務
改
善

し
て
い
く
た
め
に
も
、
従
来

と
異
な
っ
た
視
点
が
重
要
で

す
。水水

関関

連連

施施

設設

をを

一一

体体

管管

理理

―
近
年
、
施
設
管
理
の
効

率
化
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
…
。

兼
森

下
水
道
展
２
０
１

３
（
７
月
、
東
京
）
で
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
事
例
と
し
て
、

「
維
持
管
理
は
デ
ー
タ
蓄
積

が
重
要
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で

な
く
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、

効
率
的
な
修
繕
・
更
新
に
活

用
を
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
正
に
そ
の
通
り
で
、

問
題
解
決
の
優
先
度
や
改
善

点
の
把
握
な
ど
に
は
、
と
に

か
く
デ
ー
タ
が
重
要
で
す
。

同
時
に
、
こ
れ
ら
を
う
ま
く

活
用
す
る
手
法
を
見
出
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

奥
田

そ
の
通
り
で
す
。

当
社
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
動
画
な
ど
を
用
い
て
、
設

備
状
況
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
修
理
方
法
な
ど
を
「
見

え
る
化
」
す
る
こ
と
で
、
技

術
継
承
な
ど
に
役
立
て
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

兼
森

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
用
い
た
施
設
管
理
で
は
、

数
多
く
の
事
例
が

瞬
時
に
検
索
で
き

ま
す
。
事
業
が
長

期
間
に
わ
た
る
場

合
、
き
ち
ん
と
し

た
準
備
と
と
も

に
、
先
進
的
な
工

夫
も
求
め
ら
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
て
い
け

ば
、
大
き
く
変
革

で
き
る
可
能
性
が

あ
る
と
思
い
ま

す
。奥

田

現
場
に

よ
っ
て
は
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
用

い
ず
、
手
書
き
の

方
が
記
録
し
や
す

い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
将
来

を
見
据
え
、
正
確

な
デ
ー
タ
蓄
積
に

努
め
て
い
ま
す
。

小
松

や
く
も

水
神
は
上
下
水

道
、
農
業
集
落
排

水
、
工
業
用
水
、

農
業
用
水
だ
け
で

は
な
く
、
消
融
雪

施
設
や
ゲ
ー
ト
の

管
理
制
御
、
河
川

水
位
・
流
量
観

測
、
気
象
・
放
射

線
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
な
ど
、
関
連
し
た

も
の
を
超
広
域
的
、
体
系
的

に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
私
た
ち
は
こ
れ
を
「
広

域
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
管
理
」

と
名
付
け
て
い
ま
す
。

兼
森

本
県
で
も
市
町
を

含
め
る
と
小
規
模
施
設
を
多

く
抱
え
て
お
り
、「
広
域
ク

ロ
ス
オ
ー
バ
ー
管
理
」
は
有

効
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

小
松

施
設
情
報
を
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
本
庁
の

担
当
者
と
現
場
責
任
者
、
と

き
に
は
特
別
の
知
見
を
持
っ

た
Ｏ
Ｂ
や
専
門
家
、
シ
ス
テ

ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
用
い
て
、
同
じ
画
面
を
見

な
が
ら
合
議
で
き
ま
す
。
こ

れ
は
迅
速
な
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

の
進
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

中
小
事
業
体
で
は
、
数
人

の
職
員
で
上
下
水
道
施
設
を

施
設
管
理
し
て
い
る
例
も
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
災
害
支

援
な
ど
で
一
部
職
員
が
不
在

の
場
合
も
、
遠
隔
地
や
自
宅

か
ら
的
確
な
対
応
を
指
示
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

離
島
な
ど
限
定
さ
れ
た
地

域
で
、
現
場
情
報
を
共
有
し

な
が
ら
、
一
体
で
施
設
を
遠

隔
管
理
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム

は
、
天
動
説
が
地
動
説
に
な

っ
た
よ
う
に
将
来
的
に
は
当

た
り
前
に
な
り
、
こ
れ
ま
で

と
全
く
違
っ
た
新
し
い
発
想

や
産
業
が
生
ま
れ
、
や
が
て

は
文
化
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

兼
森

現
場
経
験
が
豊
富

な
方
の
助
言
は
、
非
常
に
的

を
射
て
い
ま
す
の
で
、
貴
重

で
す
よ
ね
。

奥
田

ベ
テ
ラ
ン
技
術
職

員
の
方
は
、
施
設
の
建
設
時

か
ら
携
わ
り
、
退
職
後
も
施

設
に
愛
着
や
関
心
を
持
っ
て

い
る
場
合
が
多
い
と
思
い
ま

す
。小

松

職
員
の
方
が
退
職

後
も
施
設
管
理
の
支
援
な
ど

で
水
道
事
業
に
貢
献
し
、
社

会
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と

い
う
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
は
、
高
齢
化
社
会
を
迎

え
た
わ
が
国
に
と
っ
て
、
最

も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
水
道
事
業
は
維
持
管
理

の
時
代
を
迎
え
、
施
設
の
新

設
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
建
設
過
程
な
ど
を
伝
承

す
る
「
Ｉ
Ｔ
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
」
も
重
要

で
す
。

兼
森

水
道
事
業
は
時
代

と
と
も
に
育
っ
て
き
ま
し
た

が
、転
換
期
を
迎
え
た
今
日
、

事
業
形
態
な
ど
も
含
め
、
も

う
１
度
見
直
す
時
期
に
来
て

い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

今
後
、
異
事
業
や
他
事
業
体

と
連
携
し
て
い
く
場
合
、
施

設
状
況
な
ど
を
相
互
に
把
握

す
る
手
段
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
は
有
効
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

例
え
ば
、被
災
事
業
体
は
、

そ
の
被
害
を
十
分
に
発
信
で

き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

広
域
的
な
遠
隔
管
理
で
、
施

設
状
況
が
確
認
で
き
れ
ば
、

必
要
な
資
機
材
を
持
参
し
、

迅
速
な
復
旧
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。
全
国
的
に
こ
の

よ
う
な
備
え
が
必
要
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

イイ

ララ

スス

トト

等等

でで

製製

品品

をを

ＰＰ

ＲＲ

―
小
松
電
機
産
業
で
は
、

製
品
の
営
業
展
開
で
工
夫
を

凝
ら
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

ね
。小

松

当
社
は
社
会
問
題

を
直
視
、
新
製
品
と
新
し
い

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
創
造
す
る

際
、
イ
ラ
ス
ト
を
描
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
目
的
を
言

葉
と
文
字
、
目
標
を
絵
と
数

字
で
表
し
、
こ
れ
を
つ
な
ぐ

た
め
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

歴
史
、
ユ
ー
モ
ア
を
い
か

し
、
大
き
な
パ
ネ
ル
を
つ
く

り
、
社
内
の
目
立
つ
場
所
に

貼
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
０
年
９
月
に
販
売

を
開
始
し
た
「
や
く
も
水
神

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
も
開
発
に

あ
た
り
、「
建
設
費
・
維
持

管
理
費
を
大
幅
削
減

上
下

水
道
の
Ｉ
Ｔ
化
で
あ
な
た
の

街
が
、
日
本
が
変
わ
る
。」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し

た
大
き
な
絵
を
掲
げ
ま
し

た
。
こ
れ
は
関
係
者
の
ベ
ク

ト
ル
合
わ
せ
と
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
や
持
続
に
役

立
っ
た
と
思
い
ま
す
。

兼
森

施
設
整
備
に
は
感

性
や
心
の
余
裕
、
冷
静
な
目

線
と
人
間
味
あ
る
遊
び
心
も

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
イ
ラ

ス
ト
が
１
枚
あ
る
だ
け
で
、

イ
メ
ー
ジ
が
わ
き
や
す
い
で

し
ょ
う
ね
。

小
松

そ
う
で
す
ね
。
こ

の
よ
う
な
作
業
は
、
女
性
の

方
が
得
意
だ
と
思
い
ま
す

し
、
利
用
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
な
ど

に
も
活
用
で
き
ま
す
。

奥
田

「
水
道
事
業
は
地

味
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
変

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
最
先
端
技
術
で
世

界
を
牽
引
、
地
域
貢
献
し
て

い
る
な
ど
事
業
の
素
晴
ら
し

さ
を
、
も
っ
と
前
面
に
出
し

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

小
松

「
開
発
は
１
の
力
、

生
産
は
�
の
力
、
販
売
網
確

立
は
１
０
０
の
力
が
必
要
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
事
業

や
製
品
を
理
解
し
、
利
用
し

て
も
ら
う
た
め
に
は
、
相
当

な
努
力
が
必
要
で
す
。
社
会

の
変
化
を
積
極
的
に
い
か
す

「
順
序
と
タ
イ
ミ
ン
グ
」は
、

特
に
重
要
で
す
。

今今

後後

のの

遠遠

隔隔

管管

理理

のの

方方

向向

性性

―
今
後
の
遠
隔
管
理
の
方

向
性
は
い
か
が
で
す
か
。

兼
森

近
年
は
東
日
本
大

震
災
な
ど
地
震
や
津
波
を
は

じ
め
、
全
国
各
地
で
集
中
豪

雨
や
洪
水
、
竜
巻
、
雷
な
ど

の
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
水

運
用
シ
ス
テ
ム
を
見
極
め
、

被
害
拡
大
防
止
の
最
善
策
な

ど
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

小
松

広
域
管
理
の
時
代

を
迎
え
、専
用
線
に
比
べ
、通

信
費
が
劇
的
に
安
く
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
制
御
監
視
管
理

で
き
る
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム

を
こ
の
度
開
発
し
ま
し
た
。

災
害
が
多
発
す
る
時
代
を
迎

え
、
特
に
地
震
と
雷
害
に
強

い
特
徴
を
持
っ
て
お
り
、
よ

り
詳
細
な
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の

蓄
積
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
や
く
も
水
神
」
は
携
帯

電
話
の
電
波
網
を
活
用
し
て

い
ま
す
の
で
、
事
故
や
災
害

な
ど
緊
急
時
に
強
く
、
採
用

い
た
だ
い
て
い
る
事
業
体
か

ら
も
大
好
評
を
得
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
施
設
情
報
を
入

力
し
て
お
け
ば
、
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
機
能
に
よ
り
、
現
場

に
確
実
に
誘
導
し
て
も
ら
え

ま
す
。
合
併
や
広
域
化
で
施

設
数
が
増
え
、
場
所
の
確
認

が
困
難
な
応
援
者
の
誘
導
に

も
、
大
い
に
効
果
を
発
揮
し

ま
す
。

兼
森

水
道
事
業
全
体

で
、
困
難
な
時
代
を
乗
り
越

え
て
い
く
た
め
に
は
、
み
ん

な
で
知
恵
を
出
し
合
う
こ
と

が
重
要
で
す
。
今
後
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
な
ど
を
用
い

て
、
事
業
体
間
を
は
じ
め
、

利
用
者
な
ど
に
も
、
施
設
の

更
新
や
長
寿
命
化
な
ど
の
現

状
を
理
解
い
た
だ
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

教
訓
や
工
夫
な
ど
も
情
報

発
信
し
、
課
題
解
決
に
向
け

た
助
言
を
得
る
努
力
な
ど
も

求
め
ら
れ
ま
す
。
水
道
施
設

の
経
年
劣
化
な
ど
過
去
の
デ

ー
タ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
活

用
し
て
い
く
こ
と
も
不
可
欠

で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
本
県
を
課

題
解
決
先
進
県
と
し
て
、
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

奥
田

当
社
は
現
在
、
約

１
４
０
０
個
あ
る
広
島
西
部

地
域
水
道
用
水
供
給
水
道
の

機
器
を
、
設
備
情
報
管
理
シ

ス
テ
ム
に
登
録
し
、
そ
れ
を

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
閲
覧
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
設
置

時
期
や
耐
用
年
数
と
と
も

に
、
作
業
・
故
障
履
歴
な
ど

を
踏
ま
え
、
最
適
な
更
新
時

期
な
ど
を
検
討
し
、
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
現
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

兼
森

本
県
で
は
水
道
業

務
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
策
と
し

て
、
工
事
監
督
や
地
元
説
明

会
、
協
議
、
研
修
会
・
発
表

会
な
ど
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
な
ど
の
利
用
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

進
歩
を
踏
ま
え
、
よ
り
効
率

的
な
管
理
な
ど
に
つ
な
が
る

製
品
開
発
に
期
待
し
た
い
で

す
ね
。
そ
の
意
味
で
は
、
ま

だ
過
渡
期
と
言
え
る
と
思
い

ま
す
。

小
松

国
土
交
通
省
で
は

昨
年
�
月
か
ら
、「
下
水
道

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
関

す
る
検
討
会
」（
座
長＝

山

田
雅
雄
・
中
部
大
学
客
員
教

授
）
を
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
持
続
的
な
下
水
道
事
業

の
実
現
に
向
け
、
効
率
的
な

施
設
管
理
や
、
地
方
公
共
団

体
・
企
業
な
ど
が
保
有
す
る

膨
大
な
デ
ー
タ
の
利
用
な
ど

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
方

策
を
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
人
類
進
化
の
道
を

切
り
拓
く
�
世
紀
型
の
新
し

い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
模
索

し
て
い
き
ま
す
。
将
来
的
に

は
水
の
情
報
を
い
か
し
、「
中

庸
」
か
ら
出
雲
大
社
の
千
家

達
彦
管
長
が
作
ら
れ
、
人
間

自
然
科
学
研
究
所
が
定
義
し

た
「
和
譲
」、
そ
し
て
、
真

の
「
和
」
に
至
る
「
平
和
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
構
築

に
役
立
ち
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

今
年
は
出
雲
大
社
と
伊
勢

神
宮
の
遷
宮
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
に
あ
わ
せ
、
人
間

自
然
科
学
研
究
所
で
は
�
分

の
コ
ン
セ
プ
ト
動
画
「
混
迷

の
時
代

出
雲
か
ら
陽
が
昇

る
」
の
日
本
語
・
英
語
版
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

www.
hns.

gr.
jp

/

）
で

公
開
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
い

た
だ
き
、ご
意
見
、ご
指
導
を

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

―
広
島
県
や
水
み
ら
い
広

島
、
小
松
電
機
産
業
の
さ
ら

な
る
発
展
と
と
も
に
、
出
席

者
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
本
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

近
年
、
市
町
村
合
併
や
自
然
災
害
の
多
発
な

ど
で
、
水
道
施
設
の
効
率
管
理
、
安
全
確
保
が

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
ク
ラ
ウ
ド
に
よ
る
遠
隔

監
視
が
世
界
的
に
注
目
を
集
め
て
い
る
。
本
紙

で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
利
用
し
て
、
水
道
業
務
を
進
化
さ
せ
て
い
る

広
島
県
企
業
局
、
同
県
と
民
間
企
業
が
共
同
で

設
立
し
た
水
道
事
業
運
営
会
社
の
株
式
会
社
水

み
ら
い
広
島
、
ク
ラ
ウ
ド
総
合
水
管
理
シ
ス
テ

ム
を
提
唱
す
る
小
松
電
機
産
業
株
式
会
社
の
関

係
者
に
ご
登
場
い
た
だ
き
、
遠
隔
管
理
の
現
状

や
効
率
化
の
可
能
性
な
ど
を
語
り
合
っ
て
い
た

だ
い
た
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水関連施設の広域クロスオーバー管理を「やくも水神」で実現
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「やくも水神」（２０００年９月販売開始）の開発時にキャッチフレーズと絵を掲示（寺戸良信氏作）
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